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論　　文　　の　　要　　旨

　さまざまな植物細胞で害葉緑体の光走性1定位がみられる。それらのうちのひとつにヲ淡水産糸

状緑藻ヒザオリがある。ヒザオリは円筒形の細胞（直径20μ㎜冒長さ数102μm）が連なった体制をし

ている。各々の細胞には害板状の葉緑体が液胞にはさまれて存在している。この細胞に里赤色偏光

を照射するとヨ葉緑体は細胞の長軸を中心に回転運動しヨ葉緑体の面が偏光方向と平行に定位する。

光照射から継時的に葉緑体の回転角を回折測定し、回転に要するトルクを推算した。この結果より菅

これまで進められてきた光受容分子種の知見と葉録体の回転定位を結ぶ葉緑体の回転定位機構が穿

充たされなければならない必要条件を明らかにすることを試みた。

　試料にはラ宍塚大池（土浦市）で採取したヒザオリを合成培養液中で培養した細胞を用いた。一

方ヨ回転する葉緑体にたいして静止している細胞壁を基準にするため曾アルカリ下でトリトン処理

し細胞質を可溶化した細胞壁モデノレをもちいた。観測には害共焦点型顕微回折光学系を考案作製し

た。特に里葉緑体全体の回転を捉えるために観測は回折法を用い争光源には励起用と観測用に二っ

のレーザーを用いた。励起偏光照射下で継時的に回転している葉緑体について。その励起を妨げな

い赤外レーザーを照射して回折像を得た。ヒザリオ細胞による散乱光の内里細胞壁の散乱がもっと

も著しくヨ次いで、葉緑体曾ピレノイドであった。葉緑体の長さも幅も細胞のそれらに準じている

ので里両者の回折光は細胞長軸に垂直に光軸を通る直線上に回折干渉縞を形成した。細胞壁だけの

回折縞を基準とすると雪それをあたかも副尺として用い争のみならずラ葉緑体の回転角をヨ光軸に

非対称な回折干渉から解析測定した。

　その結果事葉緑体は励起偏光を光照射開始後1分以内に一定角速度に達し事約20分問回転し定位
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すべき位置で停止されることが観測された。このことは実行駆動トルクは粘性トルクと釣り合って

いることを示す。粘性トルクは回折測定からえられた回転速度と葉緑体の幅と細胞の直径を用いて

葉緑体と細胞膜を二重円筒とみなした粘性トルクを越えない。すると，葉緑体の縁に掛かるカに換

算して1細胞あたり1～10pN程度雪言い換えれば1個のアクトミオシン系が出す程度のカになるこ

とを見いだした。

審　　査　　の　　要　　旨

　励起される光受容分子の配向を定める赤色偏光照射により葉緑体の定位がみられるヒザリオ細胞

について雪葉緑体の回転角を継時的に高い精度で回折測定した。これまで顕徴鏡観測では達せられ

なかった測定をヨ自作した測定装置で可能にした考案は赤色偏光の励起用光学系と葉緑体全体の回

転角の観測用赤外光系の二つを併用したことにある。さらに葉緑体と細胞壁の回折干渉縞や葉緑体

の回転に伴う回折像の非対称性への注目は測定の精度を著しくあげた。こうして得られた結果は葉

緑体の回転定位運動機構を解明する基礎になる必要条件を示している点でヨ高く評価できる。

　よって芽著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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